第１回下川町農業振興審議会　審議概要
１　開会
２　委嘱状交付
３　町長あいさつ

４　会長あいさつ
５　議案
（１）下川町産業振興基本条例の概要について
事務局　：資料に基づき説明。
農業、林業、中小の条例を一つにする際に、別表を規則に追加し議会にかけず変更できるようにすることで、機動性をもたせる。要綱等を追加することで、担当者の考え方を統一。委員の人数についても、それぞれ３人ずつの計9人で構成予定。特化した議題になる際は、専門部会を設けることも可能。今後のスケジュールについて紹介。
（２）意見交換

委　員　：専門部会のメンバーは審議会と同じなのか。それとも専門
部会の内容に応じて変わるのか。
事務局　：想定しているのは酪農、耕種、農協の一人ずつで計3名。
委　員　：耕種の中でも大畑や施設園芸で経営内容は大きく分かれる。
事務局　：専門部会は、審議会委員3人プラスアルファも可能。
事務局　：条例に基づいて審議委員9人としている。専門部会の人数は
規約で決めるので、変更は可能。
委　員　：審議会委員や専門部会委員として、町政に盛り込んでもら
うためにも、幅広い意見を集約できる形にしたい。
委　員　：審議会で、違う分野が集まった際に、どんな意見を出して
よいかわからない。

委　員　：今回の統合は、予算を取り合うことになるのではないか。
事務局　：予算の確保は、商業、林業、農業それぞれで行うため、そ
うはならない。今回の統合によって、規則を設け皆さんの 意見にスピード感をもって、対応することができるようになる。
委　員　：酪農家は、仕事柄欠席も多いと思う。そうなった際に悪目
立ちするのでは。
委　員　：去年、審議会委員になって補助メニューなど初めて知った
ことが多かった。統合によって、農業者へもっと浸透しづ らくなるのでは。
委　員　：パブリックコメントの後に、各生産組織内で部会を開催し
意見を集約した方がいいと思う。

委　員　：統合することによって、審議会の時間が長くなるのは大変。
専門部会、審議会の役割と目的を明確にしてほしい。
委　員　：農業部門の条例に、新規就農条例は含まれているのか。
事務局　：別となる。
委　員　：専門部会の集まるタイミングはいつごろか。
事務局　：意見の集約が必要な案件があった場合を想定している。
委　員　：条例の統合はいつか。
事務局　：９月の議会にかけるため、８月末までには整理したい。令
和７年度から施行予定。
委　員　：２週間前に案内をもらって当日資料を見るとなると考える
時間が欲しい。可能であれば、大まかな年間スケジュール
と目的も決めてほしい。
事務局　：案内文と同時に資料を送るようにする。
委　員　：パブリックコメントでは、規則を出さないと言っていたが、
専門部会の前に話し合うための資料として提供して貰える
のか。
事務局　：可能。
委　員　：開始時間を夕方17時以降にできると酪農家も助かる。
事務局　：可能。
６　閉会

委　員　：第１回農業振興審議会を閉会する。
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